
【目指す学校像】

【目指す児童像】

【目指す教師像】

年間 年間 現況 改善策

4 教職員の取組評価がＡ 4 児童の達成度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 児童の達成度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 児童の達成度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 児童の達成度の評価Ｄ

4 年間６０冊以上 4 児童の自己評価で、達成度９０％以上

3 年間５０冊以上 3 児童の自己評価で、達成度８０％以上９０％未満

2 年間４０冊以上 2 児童の自己評価で、達成度７０％以上８０％未満

1 年間４０冊未満 1 児童の自己評価で、達成度７０％未満

4 教職員の取組評価がＡ 4 診断テストで、８０％以上が９０点以上

3 教職員の取組評価がＢ 3 診断テストで、７０％～７９％が９０点以上

2 教職員の取組評価がＣ 2 診断テストで、６０％～６９％が９０点以上

1 教職員の取組評価がＤ 1 診断テストで、６０％未満が９０点以上

4 教職員の取組評価がＡ 4 診断テストで、８０％以上が９０点以上

3 教職員の取組評価がＢ 3 診断テストで、７０％～７９％が９０点以上

2 教職員の取組評価がＣ 2 診断テストで、６０％～６９％が９０点以上

1 教職員の取組評価がＤ 1 診断テストで、６０％未満が９０点以上

4 教職員の取組評価がＡ 4 児童の達成度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 児童の達成度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 児童の達成度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 児童の達成度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 児童の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 児童の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 児童の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 児童の満足度の評価Ｄ

4 全学年全学級で実施 4 児童の達成度の評価Ａ

3 実施率８０パーセント以上 3 児童の達成度の評価Ｂ

2 実施率６０パーセント以上 2 児童の達成度の評価Ｃ

1 実施率６０パーセント未満 1 児童の達成度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 保護者・児童の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 保護者・児童の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 保護者・児童の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 保護者・児童の満足度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 児童の自己評価で、達成度９０％以上

3 教職員の取組評価がＢ 3 児童の自己評価で、達成度８０％以上９０％未満

2 教職員の取組評価がＣ 2 児童の自己評価で、達成度７０％以上８０％未満

1 教職員の取組評価がＤ 1 児童の自己評価で、達成度７０％未満

4 教職員の取組評価がＡ 4 児童の自己評価で、達成度９０％以上

3 教職員の取組評価がＢ 3 児童の自己評価で、達成度８０％以上９０％未満

2 教職員の取組評価がＣ 2 児童の自己評価で、達成度７０％以上８０％未満

1 教職員の取組評価がＤ 1 児童の自己評価で、達成度７０％未満

4 教職員の取組評価がＡ 4 保護者・児童の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 保護者・児童の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 保護者・児童の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 保護者・児童の満足度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 保護者・地域の方の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 保護者・地域の方の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 保護者・地域の方の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 保護者・地域の方の満足度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 保護者・地域の方の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 保護者・地域の方の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 保護者・地域の方の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 保護者・地域の方の満足度の評価Ｄ

4 教職員の取組評価がＡ 4 保護者の満足度の評価Ａ

3 教職員の取組評価がＢ 3 保護者の満足度の評価Ｂ

2 教職員の取組評価がＣ 2 保護者の満足度の評価Ｃ

1 教職員の取組評価がＤ 1 保護者の満足度の評価Ｄ

地域行事へは、学校教職員の積極
的な協力により、複数の催しに参加
をした。茶道や絵手紙、放課後の算
数補習教室等、地域人材を活用した
学習を実施した。

次年度も継続していく。特に算数補
習教室の講師については、高学年で
の図形指導のゲストティーチャーを
来年度も依頼する。

ホームページ担当者を複数体制にし
たことにより、年間で１３０回の更新
を行うことができた。

今年度の体制を来年度も維持できる
よう、ホームページの更新方法につ
いての引き継ぎを確実に行う。
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評価

昨年度に引き続き、冬芝養生期間中
に長縄ジャンプアップを採用した。
ウォーキングジャンプアップは万歩計
を持ち帰らせず、校内のみの取組と
した。

ウォーキングジャンプアップを校内の
みの取組としたが、強いて放課後も
取り組ませなくても十分な成果を見
取ることができた。

支援の必要な児童については、支援
計画を立てながら指導することがで
きた。授業では、ユニバーサルデザ
インの視点を取り入れた授業を実施
した。

次年度の特別支援教室の試行に向
けて、児童・教職員・保護者・地域へ
の啓発活動を行っていく。

PTAを中心に日常的に通学路の安
全を見守ったり、地域安全マップを作
成したりした。通学路の安全につい
ては、毎週木曜日に教員が見回りを
している。

交通事故や自転車の乗り方につい
ては、児童だけでなく保護者に対し
ても、保護者会や生活指導だより等
を活用して理解啓発を進めていく。

元気いっぱいカードの取組前には、
養護教諭から各家庭にプリントを配
布して協力を依頼するとともに、その
成果を保健だよりで報告をした。

朝は保護者も慌ただしいが、朝食を
食べることの重要性が尐しずつ浸透
されてきている。今後も保護者への
理解啓発を進めていく。

給食時の栄養士による講話は、児童
にとって食に興味をもつ内容であり、
その講話を素に家庭でも食育に対す
る意識が向上した。

次年度も、６月以降、月に一度のラン
チルームを活用した食育授業を計画
的に実施していく。

汗をかく準備運動の推進のため、ラ
ンニング（周回走）・鬼ごっこ等、走る
運動を日常化した。

中学年を対象に、年間計画の中にタ
グラクビーを採用し、楽しみながらも
走る種目を増やす。

やり直してでも満点を取ると、次時の
自信につながっている。ベーシックド
リルの取組結果を統計的に調査して
いくと、間違いの傾向を知ることがで
きた。

放課後の補習教室を活用しながら、
４年生以上については、２学年下の
問題は全員が解けるよう、学期ごと
に課題を設け、全学年で取り組んで
いく。

多くの児童が、教員から声をかけら
れるとあいさつを返してくれる。３学
期は６年に加え、今年度より５年生も
あいさつ運動に取り組んだ。

次年度も継続していく。登校時のあ
いさつ運動だけでなく、校内で会う授
業担当者でない教職員に対しても、
あいさつをする習慣を身に付けさせ
る。

各学期に生活アンケートを実施して
いじめを把握するようにしている。２
学期には全児童に個別面談を行っ
た。

児童アンケートの結果だけに頼ら
ず、「いじめ防止委員会」で児童の実
態把握と全教員による共通理解を進
め、配慮児童を見守っていく。

ユニバーサルデザインの視点を取り
入れた授業の中で、ペア学習やグ
ループ学習を取り入れて発表の機会
を増やし、学習内容の共有化を進め
た。

今後も取組を続けていく。意見交換
行う前に自分の考えをまとめるため
の時間を十分に確保し、理解を深め
させる。

年間をとおして本に親しむことができ
た。家庭での読書も学級指導や図書
便りによる啓発を繰り返したことによ
り、定着してきた。

本の内容、ページ数や文字数につい
ての意識を高め、読書の質の充実を
意識付けさせる。

小テストや再テストを繰り返し、全員
達成を目指している。テストの問題
数は、児童の実態・能力に合わせて
複数回に分割して実施している。

今後も継続していく。学習活動全般
において、文字をきれいに書くことや
鉛筆の正しい持ち方についても継続
して声かけしていく。

3

4

4

4

3

3

4

3

4

4

4

4

4

4

4

3

4

3

4

4

4

4

4

4

3

4

4

4

地
域
と
の
連
携

地域に開かれた学校づくりを行う。 安心・安全な学校づくりを行う。 ・育成会・保護者・学校が分担してパト
ロールを行い、日常的に児童の安全を見
守る環境を整える。

地域に積極的に貢献する。 ・地域・保護者等外部人材の教育力を積
極的に活用する。また、地域行事に関わ
り、積極的に参画する。

最新の学校教育情報を提供する。 ・学校メール・学校ホームページによる最
新情報の発信及び、学校・学年・学級・専
科・研究から通信を定期に発行する。

体力の向上を図る。 ・体力テストの結果から、重点項目を定
め、汗をかく準備運動とともに楽しい体育
の授業を展開し、児童の体力向上を図
る。

・学期ごとにジャンプアップ等を設定する
とともに、外遊びを日常的に行わせ、児
童の体力向上を図る。

特

別

支

援

教

育

一人一人を大切にした、特別支援
教育を推進する。

特別支援教育の充実に努める。 ・個別指導計画・個別支援計画をもとに、
児童一人一人を大切にした教育支援を
進めるとともに、ユニバーサルデザインを
意識した授業を進めていく。

人
権
教
育

人権教育を充実させ、いじめや体
罰の根絶に努める。

人権教育を充実させ、豊かな人間
性の育成を図る。

・日常からのあいさつ、感謝の言葉、言葉
遣いを継続的に指導し、豊かな人間関係
を作る。

・いじめの未前防止、早期発見・早期対
応に努めるとともに、学級力を子供と共に
振り返りながら、安心した学校生活を送
れるようにする。

体
力
の
向
上

丈夫な体とたくましい心を育てる。 健康教育を推進する。 ・元気いっぱいカード等の取組を年４回
以上設定し、睡眠時間・朝ご飯・歯磨き・
排便等、基本的な生活習慣の改善を図
る。

・食育の年間指導計画をもとに、各学年
に応じた食育指導を推進する。

学
力
の
向
上

基礎基本の定着とともに、分かる授
業・質の高い授業の実現に努める。

基礎・基本の定着を図り、自ら学ぶ
力を育てる。

・全員が考えをもち、考えを伝え合う話し
合いや発表する場を全学級で設定する。

・読書旬間、読書週間、朝読書、読み聞
かせ等を活用して、各自が年間目標以上
の本を読めるようにする。

・全員が各学年で学ぶ漢字の読み書き
ができるようにする。

・全員がベーシックドリルを活用して、計
算を中心とした基礎的・基本的な知識・技
能を確実に身につけるようにする。

④保護者・地域は大変協力的である。ホームページ等学校の情報を積極的に発信し、保護者・地域との連携を進め、開かれた学校を推進する。

中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
努力指標(評価基準） 成果指標(評価基準）

・将来を夢見て、よく考え、主体的に共同する健康な児童

・創意工夫に満ちた授業の充実に努め、子供の心に灯をともすことのできる人間力ある教師

本校の実態と課題

①若手教員が多数おり、児童理解とともに、学級経営や授業技術など教員の指導力の向上に取り組む。

②児童の体力の向上は見られるものの、体力の２極化傾向がある。生活振り返り週間では、自己の生活を見直すきっかけになっている。保護者の協力を得て、自ら健康的な生活に向けて改善できるように健康教育や体力の向上に取
り組む。③全学級に特別支援が必要な児童がいる。児童一人一人を大切にした授業を実施するとともに、特別支援コーディネーターやスクールカウンセラーを交えて個に応じた対応をする。

学校教育目標 ・元気で、粘り強い子

・進んで学び、行動する子

・心の豊かな子

目指す学校像（ビジョン）

・子供の瞳が輝き、声が響き合う、幸せ追求の学校


